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3．4JGS 　T　542 地盤材料の 変形特性 を求め る た め の繰返 し三 軸 試験方法
一「．一一广．1
項　 　 目 現　 行　基　準 改　 　正 　　案 備　 　　 　 　考

1．3 〔応力の 定義な し） 軸方 向応力
・
側方向応 力

・
背圧

・
圧密 圧 関連基 準 と書式を統

一。
丿丿の定義 と，「応 力の値は 供試体中央高

さ で定義 す る 」 こ と を追 加 した。

2．1〔5｝ 「圧 密中の 供 試体 の軸 変位量 と排水 量は ，軸変 位量 の 測定 の 許容差 を 「供 試体の 高 体積変化量 測定時 に おけ る許 容差 と

供試体の 高さ と体積の ± 0．D5％の 許容差 さの ± 0．02％」に 変更 した。 の バ ラ ソ ス を考慮。
で 測定」

4．2  「異方圧 密過程 下記 1）に示 す方法 に 変更 した。ただ し，現行 の 方 法は粘性 土な ど で適 用 で き

  最終 圧密応 力状態で の 側方 向有 効応 力 現行 の 付帯条項 に 標準 と して 示 さ れ て い な い場 合 が あ る ため。
σ〆まで ，上 記の 等方圧 密過程 と 同様 る簡易的な方 法 も，可能 で あれ ば用 い て

な 方法で 等方圧 密 す る 。 も よい こ とを付帯条項 で示 した 。
  側方 向有 効 応力 σ

κ

’
を 一

定 に保った ま

まで ，軸方 向応 力を 最終圧 密応 力状態

1　で の 軸 方 向有 効 応 力 σ。♂ま で 増 加 す

1
　 る。」

付 帯条項4．2 「等方 圧密の 場 合の 供 試体 の
一

次 圧密 の 砂質 土の 場 合は左記 に よる もの と し，粘 JGS　T 　541 は 主 と し て 砂 質土 が対

終 了 は，JGS　T 　541 「土 の 繰 返 し非 排 性 土 の 場 合 は JGS　T 　522 「土 の 圧 密非 象で あ る ため。
水三 軸試験方法」 の 付帯条項4．2〔2）に示 排水 （CU ）三 軸圧 縮 試験方 法 」 の 付 帯

す 方法 で確 認す る。」 条 項4．1紛 に 示 す方 法 で 確認 す る もの と i
した 。　　　　　　　　　　　　　　　　 1

5．3ωほ か 繰返 し載荷過程 に おけ る各載 荷段階 開始

時 の 供 試 体 の 状 態 量 〔体 積 等 ） は添 宇 驚 飜
添字 唹 用 い て 表 記 す 1供試 体作 製お よ び設置時 の 初期状態

を 添字 「自 を用 い て 表 記 す る こ と

「衵 を ，圧 密 終了 時か らの 変 化量 は 添 字 としたた め。
「ム」を用 い て 表記

5．3  等価ヤ ン グ 率E』q の 算定 時の 単位は kN 〆 単位 を MN ！m2 に 変更 し，また，算定 式 実際 の 数値 を考慮。
cm ヨ の 係数を修正 した。

1）　異方圧 密過程

  　排水状態で ，初期等方圧 密状態で の 有効側 方向応力 に対応す る所定の 異方圧密 応 JJ比 を満足す る軸 方 向応 力を 加 え る。
  　側方向応 力お よび軸方 向応力 を所定 の 異方圧密 応力比 とな る組合わせ で，最終の異方圧密応力状態に なる まで ，段階的 に増加 させる。
．  　一次圧密 が 終了す る ま で 圧 密を続け る 。
［付 帯条 項 ］

a．異方 圧密は，次 の 方法で 行 うこ と を標 準 とす る。
正）初期等方 圧密状態で の有 効側方向応 力に 対 応す る所定の 異 方圧 密応力比 を満足 す る軸方向応力 を加 え る。
ii）初期圧 密応力状態 と最終 圧密応 力状 態で の 有 効側方向応力 との 差 を 5 等分以上 して，∠ σ．とす る。た だ し，　A σ r は20　kN1 皿

2 を超 え な い こ と。
iii）側方 向応力を A σ r だ け増加す る。
iv）所定の 異方丘密応力比 とな る ま で ，軸方向応JJを増加させ る。
v ）軸ひ ず み の 変化率 が0．1％！min 以下 に な っ た こ とを確認す る。
vi）最終圧 密応 力状態 となる まで，上 記 iiD，　 iv），　 V ）の操作 を繰 り返す 。
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「JGS 　T　71t ：突固め による土の 締固め試験方法 ，
　 JGS 　T　716 ：締固め た 土

の コ ー
ン 指数試験方法 ，

JGS 　T　721 ：CBR 試験方法 ，
　 JGS 　T 　811 ：安定処

理土 の突固めによ る供試体作製方法 ， JGS 　T 　812 ：安定処理土 の静的締固

め に よ る供試体作製方法 ，
JGS　T　821 ：安定処理土 の締固め を しない供試

　　　　　　　　　　　　　　　　体作製方法」 の 一 部改正案につ い て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地盤工学 会基準部

・サ輔ltt ．応サ．．1・f 、1・一．．1・．一．II・一幗冖，．卩・ゆ、．1卩．φ．II・ゆ．．卩ゆ、山．ゆ．1卩ゆ・剛・ゆ．卩1・ゆ鬯1卩9 司1．ゆ、1卩サ．．卩ゆ、．卩．サ．II・ゆ、睡サ司臣ゆ酬ψ剛・サ．．1．9ri ．一引1・．f．P＋唱1卩．φ．1．幽一．1．幽一．／P・一・lb．t・1卩サ川．一引1卩f」1’，．“卩．ひ・．卩．ゆ’°’ゆ．°1’t ．．1．一．剛．一唱1卩．，川ト“．闘’，°1L

1．　 ま え が き

　標記 の 試験方法 に 関す る地盤工 学会基準 （以下，基準

とい う） は ，1990年 の 改 正 あ る い は 制定 以 降，内容 を

変更 す る こ とな く現在 に 至 っ て い るが，今般 ，計量法改

正 に よ る 単位 の SI化 ， 関連 す る 規格
・
基準の 改正 ・

制

定 に 伴 う表記や用語 の 変更，その 他軽微な変更事由に よ

り内容を 見直 す必 要 が 生 じた た め，基準部，土質試験基

November ，1997

準検討委員会 お よび関連す る 小委 員会 （安定化試験小委

員会）に お い て 見直しの 検討 を行 っ た。よ っ て こ こ に改

正案を提案するもの で あ る。

　今回 提 案 の 改 正 案 は 内容的 に比 較的軽微 な事項 で あ り，

誌面の 制約 もあ っ て ，以下 に は改 正 案 全 文 で は な く，変

更点 の み を対 比 表 の形式で提示 して い る。現行の 基準 の

詳細 に つ い て は，「土質試験 の 方法 と解説」 を参照され

た い。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 63
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　 こ こ に 公 示 す る 改 正 案 に つ い て の ご意見は，書面 に て

1998 （平 成 10）年 1 月 31 日 ま で に 地 盤 丁 学会 基 準部宛

に ご提出い た だ きた い 。提出された ご意見は 関係委員会

2． 改　正　案

2，1 各基準 に 共通 し た事項

　 　　 項 　　 目

IIS　Z　8801の 弓「用

　 　　 　 　 現　行 　基 　準

標 準ふ るい

標 準網ふ るい

お よ び基準部 で 検討 し，基 準の 改 正 は 理 事会 に お い て 確

定す る 。

ユ コ ・ ・ 案

　 　
’
試験 用ふ るい

　 　　 試験 用網ふ るい

備 考

規 格の 改 正に よ る。

含水比試験の 引用　　　　lJGST工21を引 用 JIS　A 　1203に 変更 1
r

JGS 　T 　 122 を 用 い て も よ い 旨付 帯条 項 電 子 レ ン ジ法 の 新規制 定 に よ る。た

に追 加 だ し，試 料 に よ って は 適用 不 可 の 場　 ．

4 − 　 ． 合 ミあ る 。．一
ほ か の 試験方法の 引用　　

．
JGS を 引用 JGS と同内容の JISが あ る もの は JISを

引用

2．2JGST7tl 突固めによる土の 締固め試験方法

項　 目　　 1　　 現 行 基 準　　
一

下 　　　改　 正　案

吊
7 「

一
　　備　　　　考一

2．1試験方法 の種類   繰返 し法，非繰返 し法 の 2 種 類があ る。　1繰返 し法，非繰返 し法の 2 種類 とす る。
．一

3．3ωろ紙 15cm モ
ー

ル ドの 場合 に用 い る。 左の 文章 を 削除 10cm モ
ー

ル ドで も使 用 す る場 合が

あ る。

5．試験 方 法の 付 帯条 項脚

b．

1
（2）b，全文 を削除 質量 約9    以上 の コ ン ク リ

ー
ト盤

の 定義 があい まい なた め。

2．3JGS 　T　 716 締固め た 土の コ
ー

ン 指数試験方法

項 　 　 目

1．2適用範 囲の 付帯条項

境　行 　基　準

一嘯 ＿ 。度

＝ ぼ
改 　　正 　　案 備 考

一 ！＿ ＿ 度

「また，こ の 試験 方法 は 安 定処理 した 土 　建 設発生 上 の 改良程 度 の 判 定 の 目安

に も適用 で きる。」 を追加。　　　 　　　 に 本試験 が用い られ て い る。

2．1（2）の 付帯 条項 SI 単位化

2．3その 他 の 用具 1
　 25　crn 以上 の もの 。
  試料押 出し器

（4）直 ナ イ フ 　鑛 製 で 片 刃 の 付 い た 長 さ

尋 論

｛4）直 ナ イ フ お よ び 試 料 押 出 し 器 JIS
A1210 「突 固め に よ る 上 の 締 固 め 試 験

方法」の 4．試験器具に 規定する もの 。

他 規格 と同
一

の 規定 で あ り，重複 を

避 けた 。

4．試験方 法（2＞ ラ ソ マ ー
を用 い て 試 料 をモ

ー
ル ド内 に 33 ．で 準備 した 試 料 を用い て JIS　A 　121G

厩餐鷲 窮 f上 轍 平 r野1聡溜 纈 繋 潔
供 試体 の 作製 に つ い て ，引用規格 を

示 し，内容を 明 確化 した 。

．
を作 製す る 。

4．試験方法紛 の 付帯条項 「条 件を満 たす 自動貫入装 置を用 い て も

よ い 。」 を追加

室 内試 験 で あ り機械化 が 可 能 で ，試

験 精度 の 向上 に つ なが る こ とも考 え

られ る 。

4．試験方 法の 削　 除　i
4．試験方法〔2）の 付帯条項 供試 体 の 突固 め は ，JGS　T 　711「突 固め

に よ る 土 の 締固め 試験方法」 に 準拠す る

もの とす る。

突固 め 回数 は 試験 の 目的に 応 じて 変更す

る。建設発生 土 の 土 質区分を 行 うと ぎの

突固 め 回 数 は通 常各層 25 回 で あ る 。ト ラ

フ
ィ カ ビ リテ ィ

ー
の 程 度を 判 断す る た め

に 行 う と きの 突 固め 回 数 は 各層10回 ，25

回 ，55回 ，90回 の 4 種 類で あ る。こ の 場

合，試料を 繰 り返 して 使用 して は な らな

い。

突 固め 回 数 の設 定が 試験 目的 に よ り

異 な る こ と に 対応 し，4 とお りの 突

固 め 回 数 の み を規定 した 現 行基準 を

修正 した 。

5．試験結果ω そ れ ぞ れ の 供試体 に つ い て 圃・
下線 部削除

5．試験結 果（3）

　　　　　　　　　　　 一
それ ぞれの 供試 体の

…
　　　　　　　．一

「 」．
下線部 削除

5．〔31の 付帯条 項
・
それ ぞれの 供試体 ・… 下線部 削除　　　　　　　　　　　　　　　　げ

6報 告事項（1） 各突 固め 回 数 に対 す る コ
ー

ン 指数 突固 め 回数お よ び コ ーソ 指数

5．（2〕の コ ーン 指数の 単位

お よ び算定式

kgf〆cmZ kN 価 2

　　　　　　　　h
SI単位化

・
一平均

黌
揃

　　　　　　　　　．

　 　Q．
吼
＝
π

x10

こ こ に ，
Q．二 平均貫 入抵抗 力 （N ）

A ：先 端 コ ーン の 底面積 （cm2 ）

SI単位化 に 対応 した式 と した。

64 　　 土 と 基礎，45−−11 （478）
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2．4JGS 　 T ア21　 CBR 試験方法

項　　目　　　 丁
現 　行　基　 準 改　　正　 　案

　　　　　　　　　一一
備　 　 　 　 考

図
一1，図

一3等 ダイヤ ，レゲ
ー

ジ

取付け 具 （ゲ
ー

ジホ ル ダ
ー一

）

変位 計

凌位 計鮒 け 具　 　 　　 　 　 改疎 案
1
胴 様

、JIS　A 　1211 　CBR 試 験 方 法 の
一

部

3．試験 用 具3．1〔1）   供試体 の最 大荷 重の
…　　　　　　　　 i

  荷重 計 は，供 試体 の 最 大荷 車の
…

〔以
：
主語 の 明確化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．

CBR 試験機

3．試験 用 具3．ユ〔3〕

供試体作製用 具

載荷装 置，荷重 計 の 容 量，
荷重強 さお よ び標 準荷重

等 の 単位

表
一1　 標準 荷重 強 さお

よ び 標準荷重 の 値

（9＞貫 人速 さ は ，1mmlmin の ・・

  貫入量 を最小 目盛．・・

  貫 入ピ ス トン は
…

　 ド現行 と同文 〕

  載荷装置は，1　mm ！rnin の
一
定の 貫入

　 速さ を連続的 に
…

（以下現 行 と同文）

  貫入 量 測定装置 は ，貫 入 量 を …
（以 ド

　現行と 同文）

  （現行 に 1司じ）

  有 孔底 板 　JGS 　T 　711・．・に 規 定 す る

　 底板で 一・
  有孔 底板 　孔 の 直径 が 2mm 以 下 の も

　 の。
参照 基 準 に 該 当す る 記述が ない

例 ；500− 5000kgf 例 ：5〜50kN SI単位化

貫入 量 1 標準荷 重 強さ

〔mm ） 1　 〔kgf〆cm2 ）
標 準荷重

　（kgf）
貫入量

（皿 m ）
標準 荷重強 さ

　（MN 〆mZ 〕
標準荷重
　（姻 ）

SI単位化

2．5 70
　 　 　 　 ！

1370 2．5 6．9 13．4

5．0
　　　　．
105 　 　　　 　 203  

；

5、0　　　 　　 10、3 19．9

2．5JGS 　 T　 811 安定処理土 の 突固め に よ る供試体作製方法

項　　 目

1
　　　　現 　行　基 　準 　　　　　　i　　　　　 改　　正　　案　　　　　　　　　　　　　　　　 1 備　 　 　　 　考

2．供 試体 作製 方 法の 種 類

の 付帯 条項 b．
　」

・
主 として

一
軸圧縮試 験に 供 し

… ・・．
主 と して

一
軸圧縮 試験 または コ

ー
ン 指

数試験に 供 し・・』
JGS　T 　716の 変更 に 対応

5．3〔1）空 気 中養 生 の 付 帯 i…供試 体 を紙 で包 み，そ の上 をパ ラ フ ィ

条項（D　　　　　　　　　
．
ン ワ ヅ ク ス な どで 「分 に 被 覆す るか ，高

　　 　　 　 　　 　　 　　 分子 フ ィ ル ム な ど で密 封す る。

・
高分子 7 イ ル ム な どで密封 す るか，供

試体 を紙 で包 み ，その 上 をパ ラフ ィ ン ワ

ッ ク ス な どで 十 分 に 被覆す る。

方法 の 明確化

．．

2，6JGS 　T　812 安定処理土 の静的締固め に よ る供試体作製方法

項 　　 目 現 　行　基 　準　　 　　 　　 　 　　 　　 　改

4，3〔ll空 気 中 養生 の 付 帯

条項 

供試 体 を紙 で 包み，その 上をバ ラ フ ィ ソ

ワ ッ ク ス な どで 十 分 に被 覆す るか ，高分

子フ ィ ル ム な どで 巒封す る。　　　　　　　　　　　　　　　　　1

．
高分子 フ ィ ルム な

体を 紙で 包み ，そ

ク ス な どで 十 分に

案

　 　　 　　 　　 　 供 試

そ の 上 をパ ラ フ ィ ソ ワ ッ

備

方法 の 明確化

考

2．7JGS 　 T 　821 安定処理 土 の締固め を しな い 供試 体作製方 法

項　　目　　　　1　　　　　 現　行　基　準

　　　　　　　　　「
改　　正　 　案 備　 　 　　 　考．

1．2適用範 囲の 付帯条項　
2
（記述な し） 1．2礫 分 また は腐植 物 を多 く含む 土で は

2．1に 規 定す る よ り も径 の 大 きい モ ー・一ル
ドを用 い ，それ に応 じた最 大粒径 とす る

こ とがで きる。

礫分 や 腐 植物 を 多 く含む試 料で は，
最 大粒 径 を9．5nlm 以 下 に す る た め

に礫や 腐植物 の 多 くを取 り除 い て し

まい ，室 内試験 と現 場の 違 い が大 ぎ

くな る こ と か ら，直径 が 5cm よ り

も 大 きい モ
ー

ル ドを 用 い る こ とを可

能 と した。

2．1供 試体 作 製 用 具 の 付

帯条項

（記述な し） ω試 料の 状 態に よ っ て モ
ー

ル ド径 を大 き

くした 場 合は ，そ れに応 じた 最大粒径 の
．

も の が 得 ら れ る ふ る い を 用い る。

3．1試料〔Dの 付帯条項 「ま た ，試 料 の 状態 に よ って モ
ール ド径

を 大き く した 場 合は ，そ れ に 応じた 最大

粒径 を超 え る もの を取 り除 く。」 を 追加。

4．1作製の 付帯条項 〔1｝試料 と安定材の 所定 量 をはか る。 （D試 料，安 定材 お よ び安定材 を ス ラ リ
ー

にす る場合 は練 り混 ぜ水の 所定量 をは か

る。

ス ラ リーの場 合 に対 応

5．報告事項  の 付帯 条項 　1 i削 除 い うまで もない 事項
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